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第十 九號

し

て

測

定

亦
困
難
な
り

、

（

二
い
生

成
武

斯
の

測

定
、

践

斯
分
析

．

武

斯
收

縮
量、
遖

過

速

度，

觸
媒
の

還
元
濫

度
．

反

應

温

度

及
ア

ル

カ

リ

添
加
の

影
響
等
な

見
る

必

要

あ

り
．

（

三
）

反

應
践
斯
及

變
化

率
、

之
に

對
し

反
應
式

を

想
定

し

て

計
算
ぜ

ん

と

し

　

　
　

　
（一
）

団

OO

↓

OO
に
＋

O

　

　
　

　
食
）

OO

｛
9 。

口
悼

↓
O
＝幽
÷

＝
に

O

　

　
　

　
（

二Q
）

〇

＋

類
卩

↓

O
瓢

却

滷
 
凹

O邸
霞
己

　

　
　

　
（

犇
）

ρ
H

广

濱
薺
冖

O障
出

四

＋

国
帽

↓

吟

痔
朗

童

を

想

定
ぜ

る

が
（

−
）

の

炭
素

は

之
は

遊
離
炭
素
に

非

ず
一

種
の

發
生

機
の

炭

素

に

し
て

特

殊
の

も
の

な

り
、

（

3
）

の

炭
素
は

即
之

に

し

て

石
油
合

成
の

爲
に

は

（

2
）

を

抑
へ

（

3
）

を

助

長
ぜ

し
む

る

を

要

し

曲

爲
に

は
（

1
）

存

必
嬰

と

す
．

然
る

に
〔
2
）

の

反
應
は

二

三

〇

度
に

て

起
る

に
（

−
）

ほ

二

四

〇

度
に

て

起
る

故
（

1
）

を

起
さ

し

め

ん

と

す

れ
ば

必

然

的
に
（

2
）

起
る

爲
出

來
得
る

限

り

濫

度
な

小

に

し
て
（

1
）

な

大

な

ら

し

む

ろ

畆

要

す

れ

共

此

爲
に

（

3
）

の

反
應

起
り

得
ず

、

即
此
の

二

種
の

反

應
を

同
時

に

有

利
に

行
は

し

め

ん

と

す
る

は

鼓
に

既
に

無
理

あ
り
，

故
に

反

應
な
二

段
に

分

ち

第
一
段

に

於

て

エ

チ

レ

ン

か
作
り

之

か

第
二

段
に

於

て

凝

縮
ぜ

し
め

て

人

造
石

沺
と

す
る

秘

得

策

と

す
、

觸

媒
は

主
と

し

て

鐵

系
に

し

て

之

に

加
ふ

べ

き
マ

ン

ガ

ン

は

第
一

酸
化
物
と

π

り

炭

酸

瓦

斯
か

除
き

て

觸
媒
の

活

性

の

襄
退

を

防

ぐ

　

高
温

用
化

學
天
秤
に

俵

る
石

炭
の

揮

發
分

定

量

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

棗

藁
農
・

化

盈

叢

騁

　
石

炭
の

工

業
分
析
に

於
て

揮

發
分

の

定

暈
は

其
の

試
料

探
取

量．
加
熱

法
に

依
リ

ニ
．

三

％
の

差

異
を

來
す
も

の

な

ろ

が

演
者

等
は

此
の

理

由

か

明
に

ぜ

ん

と

し
亭

壌、

古
城

子
．

煙
毫、

入

山
。

三

池
，

夕
張

等
一
一

種
の

試

料
に

就

て

試
驗
ぜ

り
馳

試

驗

は

接
合

よ

昏
落
し
蓋

か

備
へ

お

ろ

内

容
二

竓
の

白
金

坩

堝
に

○・

二

試
の

試

料
な

取

り

豫
め
一

定

温
度
に

上

昇
ぜ

し

め

し

加

熱

裝

置

中
へ

入

れ

其
の

減

量
存

逋
績

的
に

時

間

的
に

測

定

ぜ

る

に

三

分
間
に

し
て

大

部

分
の

擶

發
分

か

閏
ぜ

共
其
の

全

部
な

除
く

爲
に

要

す

る

時

間
は

石

炭
に

依
り

異
瑚

準

壌

炭
の

如

き

無
煙

炭
は

五

分
、

入
山
は
「
O
分
亀

三

池
に

到

録

り

て

は
「
五

分
を

要

す

る

も

普

逋
七

分
に

し
て

略

完
全
な

り
、

叉

温

度

に

就
て

は

九

〇

〇

度

迄
は

概

し

て

揮
發
分
の

出

方
著
る

し

昏
も
以

後

小
と

な

ろ
，

此
の

揮

發
分

滅

量
と

温

度
と

の

關

係
は

石

炭
の

種

類
に

依
り

著
し
く

異
り

無
煙

炭
は

其
の

變
化
比
較

的
小
に

し

て

古
城

子，

生
氣

領，

好
野

等
は

九

五

〇

度
迄

極

め

て

著
し

き
に

反
し

以

後

殆

ど
一

定
と

な
ろ，

然
る

に

夕
張

、

入

山
．

新

原、

新
屯
．

三

池

等

ぼ

揮

發
分

減

量

は

或
温

度

迄

槽
加
蛮・
大

な

る

も

此

灘
度
以

上

は

却
つ

て

減

小
し

其
の

最
高
點
の

位

置
は

石

炭
に

依

り

異
る

も

從

來

揮
發
分
の

測
定
に

使
用
ぜ

ら

れ
あ

る

九
五

〇

度

に

於

て

七

分
間

行

ふ

方

法
は

其
結

果
の

略
ζ

正

し
寺

存

認
め

れ

り
、

次
に

石

炭
に

依

り

て

は

直
ち

に

高
濫
度
に

入

る

 

時
は

急
に

多

量
の

揮

發
分

出
つ

る

爲
に

往
々

失
敗

か

招
く

故
豫

熱
な

行

ふ

此
の

豫
執…
の

趨

發
分
定

量
上

に

及
ぼ

す

影

響
な

見
る

に

演
者

は

加
熱
裝

置
中

五

五

〇

度
の

部

分

に

坩
堝

を

入

れ

五

分
間
豫

熱
し

れ

る

後

装
置

外
に

取

幽
す

事
無

く

之
を

高
温

の

部
分

に

移
し

爾

後

時
間

的
に

揮

發
分
の

減

量
祉
測

定

ぜ

ろ

に

其
の

滑

度
、

揮

發
分

の

曲
線

は

豫

熱
を

行

は

ざ

る

場
合
と

著
し
く

異
る

も

の

と

な

η

最

高
點
な

示

す

如

き

宥

炭
も

豫

熱

に

依
リ

之

ル

顯
さ

ざ

ろ

に

至

リ

各

種
石

炭
に

就
て

各
々

の

噛

線
の

形
状
相
近

接
ぜ

り
，

此

事
は

即
碑

熱
に

依
み

方

法
が

同
一

測

定

法
に

て

行

ふ

も

石

炭
の

種
類
の

異
る

事
に

依

ろ

偏
差

か

小
に

す

ろ

事
を

意

味
す．

樹

豫
熱
の

温

度

も

種
々

に一
熨

じ

試
み

例
へ

ば

八

〇

〇

度

に

於

け

る

豫
熱

に

依
り

揮
發
分

最
最
大
と

叛

り

曲
線

は

直
線
に

近
づ

く

な

認

め

れ

り　

酸
牲

白
ま

の

物
理
化

學
的
性

質
州

第
五

報
）

吸

藩

に

依
る

石
油
類
の

脱
色

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
　

・

獎
學

覧
化

墨

黙

驚

　

最
近

酸

性
自
土
の

用

途
甚
だ

大

と

な

れ
る

も

其
の

大

部

分
は

石
油
の

精
製
に

用

ひ

ら

ろ
．

本

邦
に

於

て

は

年

産
額
一
五

萬
噸
に

し

て

其
の

三

分
の
一

乃
至
三

分

の

二

は

南
洋

方

面

に

輸
出
ぜ

ら
れ

其
の

大

部
分
も

亦
精
油

業
に

用

ひ

ら．
る
，

之
は

單
に

本
邦

内
に

於

て

の

み

然
る

に

非

ず
し

て

海
外
に

於
も

同

樣
な

ろ

現

象
あ

ろ

も

酸

性
白
土
は

其
成
因
よ

り

云
へ

ば
フ

ー

ラ

ー

ス

ァ

，

ス

等
の

水

成
岩

な
る

に

反
し

火

山

岩
取

り
、

尤
も

本
邦

産

の

も
の

に

あ

り

て

も

山
形
鰯

鶴
岡

白
土

は

百

岩

の

變
質
ぜ

る

水
成
岩

な
り
、

而

し
て

酸

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
四

五

七
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雜

　
　
　

録

性
白
土

に

依
る

脱

色

は

諸
種
の

反

應
に

佞
る

も

の

な
ら

ん

も

其
九

九

％
は

吸
着
に

よ

る

も

の

に

し
て

演
者

等
は

酸
性
白
土
の

脱

色
の

機
構
な
檢
ぜ

ん
と

試
み

れ

り
、

吸
着
に

依

る

脱

色
に

於
て
は

溶

劑．

吸
着

劑
及
被

吸
着

劑
と

の

問

に

は

密

接
な

る

關

係
あ
り
、

此

の

鬩
係

な

明
に

す

れ

ば

略

説
明
し

得
べ

け
ん

も

然
も

溶

劑
中

に

は

輕

質

油
、

重

質
油

．

芳

香
族
等

諸
種
の

も

の

あ

り
、

被

吸
着
劑
に

は

叉

硫

費
化
合
物

．

窒

素
化

合

物

或
は
ナ

フ

テ

ン

酸
ア

ス

フ

ァ

ル

ト

等
あ
り

て

此
聞
の

關
係
甚
だ

複
雑

と

な

る
，

其
試
驗
に

當
り

帶

色

物
質
に

及

ぼ

す

吸

着
關
係
を

知
る

欝
め

に

原
油
又

は

分

溜

油

に

對

す

ろ

蛻

色
試

驗．

精

製
油
に

勤

す

る

試
驗

溶

劑
の

影
響

、

處

理

灘
度
及

酸

性

白

土

の

加

熱
濃

度
等
に

就
て

詳
細

研

究
丁

る

な

要

し

演
者
等
は

之
等．
諸
點

な

諸

種
の

試

料
に

就
て

觀
察
ぜ

う

が

結
論

と

し

て
（

「
） 、

石

油

中
の

帶
色

物
質
は

特
種
の

化
合
物
の

混
合
物
に

し
て

吸
着
に

依
リ

フ

ロ

リ

ン

ド

リ
ッ

ヒ

舳

線
な

邇

用
し
得
べ

き
も
の

な

り
（

二
）

、

試

料
に

依
り

作
用
異
ろ

も
一

種
に

野

し

強

力

な

ろ

酸

性
白
土

は
他

の

も
の

に

就
て

も

亦
叉

強

力
な

り
、

【

三
） ．
被

吸

着
物

質

な

抽
出
ぜ

る

も

の

な

他
の

溶

劑
に

溶

解
し

て

之

に

封
し

吸
清
試
驗

を

爲
す

方

法
は

結

果
か

數

字

的
に

示

す
に

不

都
合
な

る

も

他

方
歎
字

的
表

現
に

滴

當
な

る

メ

チ

レ

ン

プ

ル

ー

の

如
き

色
素
の

使

用
は

石

油
の

揚
合

に

は

不

逋
當
な
り

、

叉

溶

劑
に

就
て

は

ペ

ン

ゾ

ー

ル

、

テ

ト

ラ

リ

ン

等
は

酸
性
自
土
に

適
ぜ

ず
．

要
す
ろ

に

酸
性
自
土
の

吸
着

能
力
は

苴ハ
の

種
類
に

依
り

異
鰯

宜ハ
の

生

成
の

如

何
に

よ

り

差

あ
る

も
の

な

る

秘

以

て

全

然
異
る

性
駿

、

異
る

成
因

な

有
す
る

も

の

に

就
て

行
へ

る

外

國
の

研

究

な

直
に

と

り

て

以

て

酸
性
白

土

に

邁
用

ぜ

ん
と

す
る

は

不

可

な

り

　

石

英
硝
子
を

使
用
巷
る

熱
天
釋

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

棗

蔓
學

觜
化

墨

齢

讒

　

演
者

等
の

考
案
ぜ

る

熱
天

秤
は

逋

續
的
に

重

量
の

變
化
私

知
る

祉

目
的
と

し
其
の

主

要
構
成

部
分
は

石

英

硝
子
の

繊一
倏皿
よ

り

な

ろ

螺

線

状
ス

プ

リ

ン

グ
，

試

料
な

乘
寸

べ

き

白
金

皿

及

鐵
心
の

三

者
と

す
．

鐵
心

の

周

圍
に

は

ソ

レ

ノ

イ

ド

を

設

け
熱

瓦

斯
及
電

流

の

影

響
を

除
く

爲
め

に

其
の

周
に

冷
却
設

備

な

付
す

、

之

等
の

装

置
は

總
べ

て

石

英

硝

子

管
内
に

收

む
、

之
は

加

熱
雰

園
氣
の

瓦

斯
存

種
々

に

變
化

し

得
べ

き
目

的
な
り
．

ス

四

五

八

プ

リ

ン

グ

に

石
英
硝

子

な
選
べ

る

は

熱

に

依
ろ

膨

脹
の

小

及
彊
性
限

度
の

大

な

る

に

依

る
．

重
量

變
化
の

指
示

は

ス

プ

リ

ン

グ

の

短

縉
に

依

ろ

指
針

の

上

昇
に

依
ら
ず
し

て

ス

プ

リ

ン

グ

の

短

縮
に

依

る

其
の

下

方
に

付

し

壮

ろ

餓
心
の

上

昇
な
ソ

レ

ノ

イ
ド

に

俄
り

牽
制
し

て
一

定
位

置
に

保
つ

爲
に

要

す

る

電

流

か

精
密

電
流
計
の

讃
み

を

以

て

示

し

其

の

感
度
は
ス

プ

リ

ン

グ

の

感
度

，

電

流

計
の

精

度
及
槻［
大

鏡
の

倍
蛮・
の

如
何

に

左
右
ぜ

ら
る

 

も

の

に

し

て
一

般
に

螺
線

状
ス

プ

リ

ン

グ

に

於

て
は

感

度
は

螺
線

の

徑
の

三

乘
．

卷
數

に

比
例
し

繊
條
の

徑
の

四

乘
に

逆

比

例
す
ろ

も

の

な
う

が

演
者

等

の

装

置
は

繊
條
の

徑
0・
五

粍
、

螺
線
の

徑

丁
五

糎
、

巻
數

五

〇

に

し

て

擴
大

鏡

は
一
〇

〇

分
の

一

糎
迄

、

電

流
計
は

ニ
ミ

リ

ア

ム

ベ

ァ

ー

の

精
確
度
な

有
し

熱
天

秤
と

し

て
の

ス

プ

リ

ン

グ

の

延
び
は

荷

重

と

直
線

的
に

比

例

し
ソ

レ

ノ

イ

ド

の

電
流
も

0。
五

瓱

以

上

は

略
直

線

的
に

比
例

す

る

を
以

て

熱
天

秤

自

體

と

し

て

は

Q・
五

瓱

迄
測

定
し

得し
且

此

精
度
に

於
て

竺
、

QOO

度
迄
の

處
理

に

就
て

温

度
に

よ

る

影
鑾
無
し
、

尚

此

感
度
は

更
に

増

大

し
得
ろ

可

能

性
め

る

も

此

装

置
の

大

な
ろ

缺

點
は

大
な

る

重

量
に

不

滴
當
な

る

事
な

り

と

雖

も

感

度
を

犧
牲
に

供

す

れ
ば

或
程
度

迄
處
理

量
な

増
大

し

得
ぺ

し

　

挺
抗

寒
暖
計
に

恷
る
測
定

沮

慶
の

縞
確

度

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

東
京
工

業
大
學

應
用
化

學
科

松

井

元

太

郎

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

早

稻
田

大

學
應
用

化
學
科

　
瀰

　

原

　

　

周

　

白
金

線
の

抵
抗

に

依
る

温

度
測

定

は

最
も

正

確
な

る

も

の

な

る

も

然
も

伺
自
金

線

自

體
及
電

流
測

定
用

ブ

リ
ッ

ヂ

等
に

因
り

誤
差
あ

り
．

演
者

等
は

此

の

爾

者
に

就
て

其
の

誤
差
の

性
質
及

影
響
補
正

を

検
し
一

〇

〇

分

の
一
の

絶

對
温

度

の

測

定
な

試
み

れ

リ
、

先
づ

ブ

リ
ッ

ヂ

に

就
て

見

脱

る

に

ミ
ュ

ー

ラ

ー

ブ

リ
ッ

ヂ

の

如
き

も

の

に

於
て

す
ら
ブ

リ

ッ

ヂ

な

構
成
す
ろ

各
コ

イ

ル

の

抵

抗

異
る

を

認
め

血

り
．

次
に

温

度

の

影
礬
は

之
准

二

五

度
の

ハ

ル

ト

マ

ン

ブ

ラ

ウ

ン

の

大

型
の

恒

温
槽
中

に

於
て

檢
し

血

る

に

亠

OO

分

の

一

度
の

糟
確
度
に

野
し

て

は

淵

度
の

影

響
を

及
ぼ
す
事
な

認

あ

れ

り
．

叉

白
金

線
自

體

低
温

に

於
て

は

抵

抗

の

偏

差

小

な

る

も

濫

度
の

上

昇
に

依
り

大

と

な

る
．

爾

新
し
き

白

金
線
に

就
て

行
へ

る

に

新

し
き

問
は

抵

抗
｝

定
ぜ

ず
繰

返

し

行

ひ

求

る

に

三

囘
迄
は

毎

囘
抵

抗

塀
加
し

爾
後
次

第
に

滅
じ

二

〇

囘
の

後
に

始
め

て
一
定

と

な

れ
り

．

叉

測
定
に
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